
ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
実

施
状

況

7
 月

2
2
 日

0
0
 時

か
ら

7
 月

2
3
 日

2
4
 時

ま
で

の
積

算
降

水
量

（
単

位
：

m
m

）

資
料

－
５

平
成

2
9
年

（
7
月

2
回

、
8
月

1
回

）
・

被
害

区
域

面
積

8
,4

3
1
h
a

・
被

災
家

屋
2
,7

1
8
棟

・
一

般
資

産
等

被
害

9
9
億

円

被
災

内
訳

●
外

水
被

害
4
,1

4
1
h
a
、

1
,4

5
3
棟

、
5
9
億

円
●

内
水

被
害

4
,0

5
3
h
a
、

1
,2

2
1
棟

、
3
8
億

円
●

土
砂

災
害

1
5
h
a
、

1
0
棟

、
１

億
円

●
そ

の
他

2
2
2
h
a
、

3
4
棟

、
0
.5

億
円

外
水

氾
濫

＝
川

の
水

が
あ

ふ
れ

る
こ

と
内

水
氾

濫
＝

支
川

か
ら

本
川

へ
大

量
の

雨
水

を
流

す
こ

と
が

で
き

ず
、

地
表

に
水

が
あ

ふ
れ

る
こ

と
。

6
0
%

3
9
%

1
%

0
%

被
害
種
別
金
額
(9
9
億
円
の
内
訳
）

外
水

内
水

土
砂

災
害

そ
の

他

平
成

２
９

年
７

月
豪

雨
の

状
況

被
害

の
状

況
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避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

の
発
令
判
断
の
目
安
に
到
達

水
系

河
川

馬
場
目
川
三
種
川

4:
20

馬
場
目
川

2:
50

雄
物
川

太
平
川

5:
20

草
生
津
川

5:
20

猿
田
川

1:
40

新
城
川

1:
20

福
部
内
川

20
:5
0

斉
内
川

6:
00

桧
木
内
川

3:
00

子
吉
川

芋
川

22
:2
0

到
達
時
刻

３
水
系
１
０
河
川
で
発
生

夜
間
に
発
令

男
鹿
市
は
、
事
前
の
日
中
に
発
令

・
H
29
.7
月
豪
雨
後
、
防
災
担
当

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

・
避
難
行
動
に
お
け
る
主
要
課
題

・
判
断
に
迷
わ
な
い
明
確
で
見
逃

し
の
な
い
避
難
勧
告
等
の
発
令
基

準 ・
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難

確
保
計
画
の
策
定
と
訓
練
の
実
施

・
速
や
か
で
確
実
な
わ
か
り
や
す

い
情
報
伝
達
方
法
の
構
築

発
令
の
判
断
は
難
し
い

市
町
村
長
が
総
合
的
に
判
断

国
土
交
通
省
に
よ
る
避
難
確
保
計

画
の
ひ
な
形
の
提
供
と
周
知

国
土
交
通
省
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

活
用
。
国
、
県
、
市
町
村
が
連
携

し
、
施
設
管
理
者
等
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
→
計
画
作
成
数
増
加

各
市
町
村
が
様
々
な
方
法
で
伝
達

広
報
車
か
ら
拡
声

防
災
行
政
無
線

防
災
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
ス
コ
ミ
へ
情
報
提
供

消
防
に
よ
る
声
か
け

防
災
ラ
ジ
オ

自
治
会
長
へ
の
電
話
連
絡

戸
別
受
信
機

SN
S

N
H
K
デ
ー
タ
放
送

な
ど

夜
間

に
水

位
が

上
昇

市
町

村
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

協
議

会
で

の
意

見
と

対
応
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■
対
応
す
べ
き
対
策
に
関
す
る
も
の

・
内
水
対
策
が
課
題

■
情
報
伝
達
、
周
知
に
関
す
る
も
の

・
現
地
災
害
情
報
を
よ
り
迅
速
に
わ
か
り
や
す
く
地
図
な
ど
に
示
す
こ
と
が
必
要

・
要
配
慮
者
利
用
施
設
へ
の
確
実
な
情
報
伝
達
と
連
携

・
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
づ
ら
い
地
域
が
あ
り
、
改
善
が
必
要

・
防
災
行
政
無
線
、
Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
、
広
報
車
等
で
も
勧
告
が
伝
わ
ら
な
い
場
合
あ
り
、
戸
別
受
信
機
設
置
を
要
検
討

・
勧
告
伝
達
者
が
増
え
た
場
合
、
対
応
に
不
安
が
残
る
。

■
体
制
に
関
す
る
も
の

・
災
害
が
長
期
化
、
大
規
模
化
し
た
場
合
の
体
制
、
対
応
に
不
安

・
水
位
計
が
少
な
い
た
め
、
雨
量
が
多
い
と
き
に
は
必
ず
現
地
巡
回
す
る
が
、
危
険
を
感
じ
る

・
浸
水
想
定
区
域
内
に
避
難
所
が
あ
る
こ
と

・
避
難
設
置
箇
所
が
増
え
た
場
合
の
担
当
職
員
の
不
足
・
避
難
所
に
担
当
者
が
到
着
で
き
な
い
場
合
の
代
替
措
置
（
自
治
会
長
に
よ
る
対
応
）

・
伝
達
手
段
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
う
べ
き
で
、
対
応
人
員
等
を
考
え
て
い
き
た
い

・
避
難
所
の
管
理
者
と
迅
速
か
つ
連
携
し
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

・
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣

■
防
災
担
当
職
員
の
知
識
、
経
験
、
能
力
に
関
す
る
も
の

・
正
確
な
情
報
と
そ
う
で
な
い
情
報
の
取
捨
選
択
、
画
像
、
映
像
情
報
の
取
得
が
重
要

・
避
難
勧
告
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
経
験
の
不
足

・
情
報
を
分
析
す
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
増
員

・
伝
達
手
段
へ
の
短
時
間
で
の
入
力
作
業

■
住
民
に
関
す
る
も
の

・
空
振
り
（
避
難
指
示
を
出
し
た
が
氾
濫
し
な
か
っ
た
）
時
の
住
民
、
マ
ス
コ
ミ
対
応

・
人
命
優
先
の
立
場
か
ら
空
振
り
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
平
常
時
か
ら
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

・
空
振
り
に
な
っ
た
理
由
を
検
証
し
、
住
民
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

・
避
難
所
運
営
訓
練
等
へ
の
自
主
防
災
組
織
の
参
加
促
進

・
公
平
性
保
て
な
い
個
人
的
な
住
民
要
望
へ
の
対
応
に
時
間
を
要
す
こ
と

・
消
防
団
の
巡
回
、
広
報
活
動
に
よ
り
住
民
に
危
機
感
を
持
た
せ
る
こ
と
も
必
要

・
情
報
メ
ー
ル
へ
の
登
録
が
伸
び
な
い

市
町

村
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
主

な
回

答
資

料
－

５
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